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日野町告示第２号 

 令和７年第１回日野町議会臨時会を次のとおり招集する。 

   令和７年１月10日 

日野町長 﨏 田 淳 一 

１．期  日  令和７年１月16日 

２．場  所  日野町議会議場 

３．付議事件  ①建設工事請負変更契約の締結について 

        ②令和６年度日野町一般会計補正予算（第７号） 

─────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

小 林 良 泰              小 河 久 人 

坪 倉   敏              中 山 法 貴 

梅 林 智 子              金 川 守 仁 

松 本 利 秋              安 達 幸 博 

竹 永 明 文              中 原 信 男 

       ─────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

        な し 

       ─────────────────────────────── 
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──────────────────────────────────────────── 

第１回 日 野 町 議 会 臨 時 会 会 議 録 （第１日） 

令和７年１月16日（木曜日） 

──────────────────────────────────────────── 

議事日程 

令和７年１月16日 午後１時30分開会 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

（１）議会関係の報告（議長） 

（２）一般行政報告（町長） 

日程第４ 議案第１号 建設工事請負変更契約の締結について（町長） 

日程第５ 議案第２号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第７号）（町長） 

       ─────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

（１）議会関係の報告（議長） 

（２）一般行政報告（町長） 

日程第４ 議案第１号 建設工事請負変更契約の締結について（町長） 

日程第５ 議案第２号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第７号）（町長） 

       ─────────────────────────────── 

出席議員（10名） 

１番 小 林 良 泰        ２番 小 河 久 人 

３番 坪 倉   敏        ４番 中 山 法 貴 

５番 梅 林 智 子        ６番 金 川 守 仁 

７番 松 本 利 秋        ８番 安 達 幸 博 

９番 竹 永 明 文        10番 中 原 信 男 

       ─────────────────────────────── 
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欠席議員（なし） 

       ─────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

       ─────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 ────────── 中 田 早 文  書記 ────────── 吉 原 尚 志 

書記 ────────── 三 好 達 也 

       ─────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ────────── 﨏 田 淳 一  副町長 ───────── 音 田   守 

教育長 ───────── 安 達 才 智  総務課長 ──────── 景 山 政 之 

住民課長兼会計管理者 ── 荒 木 憲 男  企画政策課長 ────── 神 崎   猛 

健康福祉課長 ────── 住 田 秀 樹  産業振興課長 ────── 杉 原 昭 二 

建設水道課長 ────── 音 田 雄一郎  教育課長 ──────── 遠 藤 律 子 

─────────────────────────────── 

議長挨拶 

○議長（中原 信男君） 開会に先立ちまして、年頭の挨拶をさせていただきます。 

 年頭に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

 今年は、昨年と違い自然災害等何事もなく平穏無事で健やかな年の始まりとなりましたこと、

大変喜ばしく思っております。 

 さて、昨年を振り返りますと、国の政治状況が変わり、鳥取県から初の総理大臣が誕生し、私

たち日野町においても最大のチャンスと捉えており、石破総理が推進する地方創生の波に乗り遅

れることのないよう議会と町長をはじめとする執行部の皆さんと力を合わせ、知恵を出し合い、

前に進んでいきたい、そのように強く感じているところであります。 

 特に課題である人口減少の問題に歯止めがかかるよう積極的な施策を講じ、現状を打開するた

め新しい取組を図り、持続可能な町となるよう勇気と決断力をもって議会としても提案していく

年であると思います。 

 その上で、現在日野町で暮らしている町民の皆様の生活を一番に考え、若者世代が町に魅力を

感じ、住み続けてくれる町となるよう日野町議会として努めてまいります。 

 終わりに、令和７年が日野町にとりまして輝かしく実り多い１年となりますよう願うとともに、
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町民の皆様のますますの御健康と御多幸をお祈り申し上げます。また、議員各位におかれまして

も健康に留意され、議会運営はもとより町政発展のため御尽力を賜りますようお願い申し上げ、

年頭の挨拶といたします。本年もどうぞよろしくお願いをいたします。終わります。 

─────────────────────────────── 

町長挨拶 

○町長（﨏田 淳一君） 令和７年第１回日野町議会臨時会の開会に先立ちまして、議長のお許し

をいただきましたので、新年に当たり一言御挨拶を申し上げます。 

 新年おめでとうございます。謹んでお祝い申し上げますとともに、議員各位、町民の皆様方に

は健やかに輝かしい新春をお迎えのことと心よりお喜び申し上げます。旧年中は町政推進に深い

御理解と御協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

 さて、昨年は、元旦の能登半島地震やその後の豪雨災害などが発生し、日常の生活のありがた

さが強く感じられたり、依然と続くロシア・ウクライナ、イスラエル・レバノンでの侵攻や軍事

衝突の中で日本被団協にノーベル平和賞が授与され、改めて平和の大切さ、重みに心を動かされ

た年でございました。 

 そのような中において、円安、物価高騰、頻発する災害など私たちを取り巻く環境は一層厳し

いものになっております。 

 本町においても医療、介護、福祉の充実、人口減少対策、地域経済の活性化、防災・減災対策、

デジタル、脱炭素社会の実現など検討しなければならない課題が山積しております。本町の町政

推進にあっては、国、県の支援を得ながら議会の皆様と力を合わせ様々な課題にしっかりと取り

組み、安心して暮らせる町、住んでよかったと思える町、未来に引き継げるまちづくりに邁進し

ていきたいと願っております。 

 結びに、議員各位、町民の皆様方の御健勝と御多幸を祈念し、そしてこの１年がすばらしい年

となりますことを心より願いまして、新年の御挨拶とさせていただきます。 

─────────────────────────────── 

午後１時３０分開会 

○議長（中原 信男君） ただいまの出席議員数は１０人であり、定足数に達していますので、こ

れより令和７年第１回日野町議会臨時会を開会いたします。 

 出席議員には、例規等の確認のためタブレット端末機使用を許可していますので、御了承くだ

さい。 

 直ちに本日の会議を開きます。 
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 本日の議事日程は、お手元に配付いたしました日程のとおりであります。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中原 信男君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本臨時会の会議録署名議員には、会議規則第１２５条の規定により、９番、竹永明文議員、１

番、小林良泰議員の２名を指名いたします。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第２ 会期の決定 

○議長（中原 信男君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日の１日間にいたしたいと思います。これに異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は、本日の１日間と決定

をいたしました。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第３ 諸般の報告 

○議長（中原 信男君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 本町の監査委員から、地方自治法第２３５条の２の規定による例月出納検査の結果について報

告がありました。別紙写しを配付し、報告といたします。 

 次に、令和６年第７回定例会以後の議会関係について報告をいたします。 

 １２月１６日、２６日、１月１４日、議会だより１４２号発行のため、議会広報常任委員会を

開催しております。 

 １２月１９日、台湾トップセールス知事報告会に議長が出席いたしました。 

 １２月２３日、日野町消防委員会が開催され、関係議員が出席いたしました。 

 １２月２６日、鳥取県西部広域行政管理組合議会決算審査特別委員会及び西部町村議会議長会

連絡会が開催され、議長が出席いたしました。 

 同日、教育民生常任委員会を開催しております。 

 １月７日、総務経済常任委員会が農業委員会と意見交換会を行いました。 

 １月１０日、商工会主催の新春賀詞交歓会が開催され、議長ほか議員が参加いたしました。 

 続きまして、一般行政報告を﨏田町長が行います。 
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 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 令和６年第７回議会定例会以降の一般行政報告をいたします。 

 １月１０日、日野町商工会主催による新春賀詞交歓会が町山村開発センターで開催されました。

当日は、町内の各種団体からの７６名が一堂に会し、新年の門出をお祝いするとともに、関係団

体の連携を深める会となりました。来賓としまして、舞立昇治参議院議員、赤澤亮正衆議院議員

の代理にお越しいただき、御挨拶をいただいたところでございます。人口減少が進む本町であっ

ても国、県、町、関係団体が共に様々な課題解決に向けて取り組み、住民参画によるまちづくり

を進めていかなければならないと感じたところでございます。 

 以上が一般行政報告でございます。 

○議長（中原 信男君） 以上で諸般の報告を終わります。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第４ 議案第１号 

○議長（中原 信男君） 日程第４、議案第１号、建設工事請負変更契約の締結についてを議題と

いたします。 

 提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第１号、建設工事請負変更契約の締結につ

いて説明いたします。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。これは令和６年第５回議会臨時会において議決された

日野学園グラウンド改修工事に係る工事請負契約について、契約変更の必要が生じましたので、

地方自治法第９６条第１項第５号及び日野町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例第２条の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては教育課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願いい

たします。 

○議長（中原 信男君） 遠藤教育課長。 

○教育課長（遠藤 律子君） 議案第１号、建設工事請負変更契約の締結について説明いたします。 

 議案書の２ページ、工事変更概要書を御覧いただきたいと思います。 

 これは、さきに議決をいただきました鳥取県日野郡日野町貝原２６１番地、株式会社佐伯建設、

代表取締役、深田隆志を契約の相手方とする日野学園グラウンド改修工事について、請負金額を

１，６１１万２，８００円を増額し、７，４０７万７００円とする変更契約を行うものでござい
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ます。 

 主な工事の変更内容及び理由として、１点目は、購入土及び残土処分費の増額です。当初グラ

ウンドの表層土は全て再利用する計画でございましたが、現地で仕分を行ったところ、再利用可

能な土量が想定より少なかったため、不足する真砂土を購入する必要が生じました。あわせて、

再利用する予定だった土を処分する必要が生じましたので、これらの経費を計上し、変更するも

のでございます。 

 ２点目は、遊具の新設による増額です。グラウンドの樹木を伐採する際に一部の遊具が作業の

支障となったため、仮移転及び再設置を検討しましたが、遊具が老朽化していることにより仮移

転、再設置は望ましくないと判断いたしまして、新設するための経費を計上し、変更するもので

ございます。 

 説明は以上でございます。 

○議長（中原 信男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 ９番、竹永明文議員。 

○議員（９番 竹永 明文君） それでは、議案第１号について質問したいと思います。 

 先ほど説明ありましたように、今回工事請負契約の変更ということで、議会の議決が必要とい

うことで今回この第１号議案を提案されましたけど、中身を見ますと仮契約ということで、令和

６年８月の９日に１，６１２万１，８００円の仮契約を結んでおりまして、本日、令和７年１月

１４日に本契約という議案であります。議会の議決が必要ということになりますと、当然本契約

の今回の議案を議会にかけて議決されてから契約されるのが本意だと思いますけど、現状見ます

と、日野学園の工事は９０％終わっております。なぜこういうふうな事態になったのか説明と、

その議案説明の中で地方自治法第９６条第１項及び５号及び日野町議会の議決に関する事項とい

うことで条例第２条の規定による議決を求めるというふうに説明されましたけど、確認のため、

この説明をお願いします、条例の。 

○議長（中原 信男君） 遠藤教育課長。 

○教育課長（遠藤 律子君） 先ほど御質問のあった内容で一部確認ですけれども、今回工事請負

変更仮契約書というのを議案で添付させていただいとります。仮契約書の日付が令和７年１月１

４日でございます。仮契約書をいたしまして、このたび議決があった後に本契約というふうな流

れにはなっております。そちらはそれでよろしかったでしょうか。 

○議長（中原 信男君） 竹永議員。９番。 

○議員（９番 竹永 明文君） 今、課長の説明のように、本来は議会に議決を受けてから当然こ
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の工事の増嵩計画変更ということで工事にかかるのが筋だと思うんですけど、これはもう済んで

しまっとるということはどういう意味なのか。議会の議決を無視して、仮契約で仕事を出しとる

ということですよね。これはなぜこういう事態になったのか説明をお願いします。 

○議長（中原 信男君） 遠藤教育課長。 

○教育課長（遠藤 律子君） 御説明いたします。議員おっしゃるとおり、本来なら変更契約を行

ってから工事を進めるというものは原則だと考えておりますが、このたび内容が途中でいろいろ

支障が出てきたということがあります。 

 ９月２日には樹木が大きいので高所作業車を使用した施工にしたいという提案があって、あわ

せて一部の遊具が支障になるということで業者からの提案により協議をいたしました。それにつ

いては安全を優先して高所作業車での作業を承認して、あわせて遊具の仮撤去、再設置を承認と

いう形で指示をしております。 

 その後、９月１８日には遊具のほうが老朽化しておりまして、再利用が困難であるということ

で協議をいたしまして、そちらのほうも新設の方法で検討をするということで、これにつきまし

ては学校とも協議し、見積りを徴収して、予算もありますので、どうなるか分かりませんので、

そちらのほうを見積りができてからということで、その見積りが出てきたのが１１月１５日でご

ざいました。１１月１５日の段階で遊具のほうの見積りが、新設が出たところでございますが、

それについては予算の範囲内であるということでありましたので、本来ならば変更契約して、そ

の上で工事を進めるということが理想であったんですけれども、予算の範囲内ということで、こ

ちらのほうでは工事を止めることなく執行をしていたということもございました。 

 また、現地でふるいによる真砂土の異物撤去とか確認等を行った結果、１０月２５日に不足の

土を購入しないといけないということで、その４１０立方メートルについては、この時点で明確

な数値が出てきました。ですけれども、まだ金額については概要、概算であるということで、そ

の時点で変更契約というところが、まだ確定した金額ではないということで、こちらでは予算の

範囲内であるので指示をして変更契約についての議案は提出はしていなかったというのが事実で

ございます。 

 本来なら早い段階で、金額は確定はしなくても、概算であり、変更の内容が分かった段階で情

報の共有、報告をすべきであったとは思いますが、現段階で最終的に確定した金額が１２月末に

業者から出てきましたので、１２月の定例議会の全協では説明は概要ではありますが、させてい

ただき、最終的にはその額が確定してからというつもりで、この議案の提出に至ったところでご

ざいます。 
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 しかしながら、議案を出す前にもっと早い段階、内容が変更になる段階で概要についての報告

なりするべきだったとは思いますが、予算の範囲内だということで額が確定してから変更契約と

いう流れでいいという判断をしたのはこちらの責任であると思っております。以上です。 

○議長（中原 信男君） ９番、竹永明文議員。 

○議員（９番 竹永 明文君） 今、課長の説明、内容はよく分かります。そのとおり、工事をし

てみていろんな面で、予算は新年度予算で約８，０００万からの予算が通ってますので、予算と

しては確保できてますから、当然いろんな理由でそういう工事請負契約の変更というのはあって

も、設備をよくするためにはこれは必要だと思いますけど、ここにさっきも言ったように自治法

に定めたルールというものあるわけです。 

 仮にですよ、町長、今後これが議会で議決が得られなかったらどうされるんですか。どうなる

んですか。それについて答えてください。３回しか言えませんけど、もし同意を得られなくって、

議決が得られなかったらどうなるんですか。大変なことになるんじゃないですか。（発言する者あ

り） 

○議長（中原 信男君） 説明だね。それできますか。一番最初、９番議員が地方自治法の９６条

だ言ったかな。違うかいな。合っとうな。それと関係条例の第２条か。関係条例第２条、この辺

の説明を踏まえて。 

 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 竹永議員の御質問にお答えします。 

 まず地方自治法第９６条でございますが、これについては議会の議決について定めがうたわれ

とります。普通地方公共団体の議会は、次に掲げる事件を議決しなければならないということで

うたわれとりまして、その第５号としまして、その種類及び金額について政令で定める基準に従

い条例で定める契約を締結することということで、この部分について条例に委ねられとるという

とこでございます。 

 これに基づきまして、日野町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

の第２条でございますが、先ほどの地方自治法９６条の部分につきまして、議会の議決に付さな

ければならない契約は、予定価格５，０００万円以上の工事または製造の請負とするということ

で、このたびの工事につきまして５，０００万以上の工事ということで、議会の議決をお願いす

るものでございます。以上です。 

○議長（中原 信男君） 今の法的の根拠の説明がありましたが、最後の竹永議員の質疑に対して

答弁をする必要があると思いますが、執行部のほう、町長、いかがでしょうか。 
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 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ちょっと想定してなかったんですけど、今、事務方と話をしましたら工

事がストップするということだということであります。 

○議長（中原 信男君） いやいや、町長、その答弁ではちょっと議員に対しての答弁にはなって

ないと思うんです。これが通らなかったらどういう対応、ことになるんですかということを問う

てますので、これがもう万々が一通らないというようなことが起きたとするならば、大変なこと

になると私は想像しますけども、今の答弁ではちょっと不十分ではないでしょうか。やはり今ま

での経緯を踏まえて、町長自身が自らの口でこの案件についての反省点なり、今後の方針なりを

述べられたほうが私はいいと思いますが、いかがでしょうかね。（発言する者あり）いや、このタ

イミングで話をされたほうがいいと思いますよ。いいですか。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 議長がちょっと突っ込んだお話をされたんですけど、それはまた次の質

問があるのかなと思ってます。 

○議長（中原 信男君） じゃあ、それからにしてください。いいですよ。 

○町長（﨏田 淳一君） 工事がストップするという、本契約、現在、現契約が５，７００万、そ

れで仮契約、議会の同意が得たら本契約にしますよというのが７，４００万、あいさが１，６０

０万の契約を増額を仮契約でやっております。そうしますと、その分事業を実施していただいて

れば、当然この普通の民民の契約というか、公契約でもでしょうけれども、事業者さん側から請

求権が来るというような、普通に考えられます。以上です。 

○議長（中原 信男君） 最後に、ほんなら、９番、竹永議員。 

○議員（９番 竹永 明文君） ３回しかということが決まってますので、あれですけど、町長の

今の説明、私が問ってるのは、今の自治法とか町条例の２条に関することで議会に議決が必要だ

と、５，０００万以上の工事の仮契約の。今仮契約をして、本契約はこれからするわけですよね。

工事は、もう済んでるんでしょ、ほとんど、９０％、工事は。もう今の課長の説明の工事内容に

つきましては、遊具でもブランコ等は済んで、あとできてないのは鉄棒だけ。あとはほとんどで

きてます。そういう時点でこの本契約の条例を議会に提出して、これがもし議会で否決されたら

どうなるんですかと私は聞いてるんですよ。これで自治法の定めるあれでやれるんですか。 

○議長（中原 信男君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 地方自治法の９６条は、議会の権限の部分を定めた、そしてそこで定め

た部分の詳細、例えば請負金額は幾らぐらいからというのは各自治体で定めなさいということで、
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それは議会の条例のほうで定めてあるという状況でして、一定の金額以上のものについては議会

の承認が要るということを示した法文と条例になってるわけであります。 

 今その工事がどれだけ進捗してるかというようなことについては教育委員会のほうからまた補

足があるかもしれませんけれども、私のほうで……（発言する者あり）えっ。（発言する者あり）

非常に困りますよね。困ります。議決をいただかないと、この支払いということができなくなる

ということであります。あると思います。その辺は解釈はいいのかな。です。 

 それと工事がどのくらい進捗してるかというようなことで、いろいろ教育委員会さんとのお話

を午前中の全協の後にちょっと聞かせていただきました。工事が進んでるというような。見てい

ただければ分かる思います。その辺どうして工事を一旦止めるとか、そういうようなことができ

なかったのか。それと本案件を出すまでに時間が随分かかった。この案件については、やはり最

初、教育課長が説明しましたけども、数量の把握、さらには金額、議会に付す変更金額の精査、

そういったものに時間がかかったということと、あとこのグラウンド改修工事につきましては、

８月の９日から３月の２１日までを工期にしております。日野学園のグラウンド改修、この期間

内に終わらせて、４月、春休み明けですね、４月からはちゃんとグラウンドが使えるように、要

は教育委員会のほうとしては繰越しとかそういうようなことはない、子供さんたちにちゃんと春

から使ってもらいたいというようなそういうようなこともすごく考えていただいた、そういうの

にすごいしんしゃくして工事を進めてしまったというようなことで、そういう思いはあるんです

けど、手続的にどうだったのかなというのはありますけれども、そういう思いが強かったという

ふうに御理解いただきたいと思います。大変申し訳ございませんでした。 

○議長（中原 信男君） そのほか質疑ありませんか。 

 ８番、安達幸博議員。 

○議員（８番 安達 幸博君） ８番。ちょっと別な角度というより、同じような意味合いもあろ

うかと思いますが、今日通らなければ、工事は９０％済んでるわけであります、この代金は払え

ないということになりますので、したがって、業者が自分で施工したと、いわゆるただ働きにな

ったということになろうかと思います。そういうことが自治体として本当に責任として正しいか

なと思うわけですよ、町長。 

 そもそも論が、８月の９日、これは当初契約も８月９日ですかいね。当初契約も８月９日。（「い

や、仮契約は１月１４日です」と呼ぶ者あり）ここに着工は８月９日で、から着工ですよね、最

初の契約。そういうことからしてみると、９月の２日になっていろんな工法が違ってきたという

のが私は何となく納得もまた余計いかないような気がします。 
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 それで今問題になっておるのは、今、自治法を含めて条例違反が起こってるということなんで

すよ。条例に違反して工事を進めたという、そういうことなんですよ。そこの認識が足らないじ

ゃないですか。そもそも５，０００万以上で議会の議決が要るということは、当然御存じですよ

ね。最初に５，０００万以上だったから、議会にこの工事をどこどこさんにしてもらいますいう

のが相談がありました。とすると、これ１円でも増えたらまたかけにゃいけんということは、当

然役人さんなら条例をきちんと守らにゃいけんいうことで御存じなはずだけれども、ここは当初

予算から含めたら入札減がすごくあったので、それで大丈夫だというような安易な考え方が今回

も起こっておる。 

 こういう事例は、さっき、何年か前に消防の防火水槽で同じようなことが起こりました。５，

０００万以上で、議会に承認なしで追加工事をしたということがあるんですよ。違わない。ある

んです。そのときにも二度とこういうことは起きないようにということがありました。 

 今日は、またこういう案件があるんですよ。議会にきちんと説明をしないうちに工事をどんど

んどんどん進めて、これですなんて出されることが条例を含め法律違反が起きているんですよと

いうところをもっと認識してもらわないといけないと思いますが、これ担当課も、教育長も、町

長もそういう思いは全くありませんか。これ条例違反してるんだよという意識はないんですか。

教育長、町長、答弁を願います。 

○議長（中原 信男君） 安達教育長。 

○教育長（安達 才智君） 条例違反あるいは地方自治法に違反しているのではないかという安達

議員のお尋ねですが、実際に触れているのかどうなのかということは、ちょっと不勉強で分かり

ません。 

 実態をちょっと説明いたしますと、８月３０日に業者のほうから購入土が必要ではないだろう

かという相談は受けております。ただ、どれぐらい購入しなければならないかというのは実際に

掘って、それをほぐしてみないことには確かな額は分からない。要するに工事を行わなければど

れぐらい増えるのか、結局契約を変更しなければならないのかというのが分からないという状況

です。 

 ９月２日に樹木を伐採するのに工法を変更するという協議を行いました。安全面を考えて、そ

れでいきましょうということになりました。これについては時間をかければ、どれぐらいの少な

くなるのか、それとも予算では足りないから増えるのかというのは期間をかければ出てくるとは

思いますが、工事をストップして、計算をして、そのはっきりした計算をそれでは議会に上げて

という、承認をいただいてということをしていくと、かなりの期間を要するのではないかなとい
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うことを思います。 

 さらに、その後、実際に伐採をした後、遊具がこのままでは使えないということが分かったの

で、それを、それじゃあ、新しいのにしましょうということで９月の１８日に協議をしたわけで

すが、もしそこでさらに議会にかけて承認をいただくということになれば、それからどれぐらい

かかるかという正しい金額を、正確な金額を出して、それで仮契約、また議会にかけて承認をい

ただいて、やっと工事ということになっていきます。その後、購入土についても同じことになり

ます。そうしていくと、それをずっと踏んでいくと、かなりな時間がかかってしまうかなという

ことを思います。 

 したがいまして、確かに竹永議員、安達議員が言われるのは本筋だとは思いますが、できるだ

け短い工期で子供たちのためにグラウンドを使えるようにしたいという思い等もあって今回のよ

うな仮契約、契約変更ということをする段取りになりました。 

 ただ、１月に正確な数字が出たからお願いしますというのではちょっと遅いかなということ思

って、１２月の議会で、まだ正確な値ではなかったですが、お願いをしたところです。それにつ

いてはもっと早い段階で、先ほどの９月２日であるとか、９月１８日であるとか、あるいは購入

土が決まった１０月２５日であるとか、そういった段階で概算でも議会のほうに報告をさせてい

ただくというのが本当だったのかなということについては反省をしているところです。以上です。 

○議長（中原 信男君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 私もちょっと不勉強なんで、条例違反かどうかというのは定かではござ

いません。 

 ただ、今、教育長説明しましたように、工事、この請負仮契約書も１月の１４日に締結させて

いただいてる。要はそれまで数字がなかなか確定しなかった。数字が分からなかった。そういっ

た一方で、そういう中でなかなか御提案できなかった。 

 一方で、この事業の一番の受益者というのは子供たちです。子供たちに早くというか、計画し

たとおりにそういうグラウンド環境、そういったものを提供したいという思いが強うございまし

て、その辺誰が一番この事業での受益者かということをかなりしんしゃくしてしまったのかなと

いうふうに結果的には思ってます。 

 そして改善というか、本当にこの契約書までに早めに議会に、契約書の締結、本契約の締結に

ついては数字がなかなかすぐには出てこない状況ですけど、こういう変更をしたい、こういう変

更がありますというような御報告をもっと適宜にすべきではなかったのかなというふうに反省し

ております。以上です。 
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○議長（中原 信男君） ちょっと安達議員、これ両者の答弁が法律に対しての認識が勉強して、

不足だとか、分からないとかいうところが今出てますので、ちょっと休憩取って、それだけ確認

しましょう。いかがですか。いや、本当に休憩を取って、その辺を整理して議論を進めたほうが

いいと思いますので、私の権限でちょっと休憩させてください。（発言する者あり） 

 ちょっと今の安達議員の質問において、法律違反、条例違反だけど、どう思うかと、その認識

はという質問でありました。教育長も勉強不足で分からない、町長もちょっとその辺は勉強不足

だというところがありましたので、そこをはっきりしてからまた質疑をして、これ非常に重要な

案件ですので、しっかり議論して皆さんにも判断をしていただきたいというのが私の思いでござ

いますので、休憩させてください。ちょっと調べてみてよ。ちょっと切れよ、もう。（発言する者

あり） 

 休憩します。 

午後２時１６分休憩 

─────────────────────────────── 

午後２時３０分再開 

○議長（中原 信男君） それでは、再開をいたします。 

 先ほどの８番議員の安達議員からの質疑に対する執行部のほうの条例及び法律に対する解釈に

ついて説明をいただきたいと思います。どなたが。 

 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 先ほど法律及び条例の違反ではないかということで御指摘をいただ

いたところでございます。 

 先ほどの地方自治法及び町の条例ですね、議決に付すべき関係の関係条例でございますが、こ

ちらについては、予定価格が５，０００万以上の工事または請負の契約、こちらについて変更契

約の議決を、契約をする場合は議会の議決が要るということでございます。 

 このたび変更契約について、現在仮契約を結び、議決を求めるということでございますので、

先ほどの御質問の法律及び条例違反ではないかという部分については、こちらの法律、条例につ

いては違反はないものというふうに認識いたしております。 

○議長（中原 信男君） ８番、安達幸博議員。 

○議員（８番 安達 幸博君） それでは、再度聞きますが、増嵩になった、今回増嵩になるわけ

ですよ、それは議会の議決がなくてもどんどん進めて、終わった後に議会にかければ条例違反で

はないという解釈でいいですか。私は、議会にかけてから工事をするべきではないかという、こ
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こが問題だと思うんですが、議会が承認しなくてもどんどん工事はしてもいいということになれ

ば工事が済んだ後に議会に報告なら議決ではなくて報告でいいと思うんですが、議会は何のため

にあるのかも分からなくなってしまいますが、再度聞きます。議会の議決がなくても工事は進め

てもいいという解釈でいいですか。 

○議長（中原 信男君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 今回の工事でございますが、通常、一般部分の話にもなってきます

が、工事を進める中でいろいろと変更が、軽微なものから様々なものまで変更というのはどうし

ても生じてくるというのが実態でございます。県なども基本的には軽微なものとかそういったも

の、多くいろいろな工事であろうかと思います。そういったときにはその都度協議を受けたり、

指示を出したりということで工事のほうは進めていくというようなことで聞いております。県も

そういう議決案件の工事等もあろうと思いますが、やはり方法としては、その都度変更契約を結

ぶというのは非常に時間のかかることになってまいりますので、一定程度変更内容がまとまった

ところで、やはり議会のほうに報告をし、その後、変更契約について議決をいただくというよう

な流れになっとるというふうにお聞きしとるとこでございます。 

 本町も県に準じまして、業者からの協議があれば町のほうで指示を切らせていただいて、今回

１２月にその指示をして変更になる部分について御相談、御報告はさせてもらいました。 

 ただ、議会がおっしゃられるとおり、やはり議決事項の契約でございますので、変更が生じる

部分についてはリアルタイムに議会のほうには御報告が要ったのかなというふうには思っとりま

す。ですので、１２月の時点よりも、やはりその協議があった時点で、正確な数量とか金額とい

うのはその場でお示しできないかもしれませんが、そういったことがあって工事のほうは変更し

ていきますと、指示書を出して変更していきますというようなことは議会に報告していくという

ところで、そこが足らなかった部分で、反省すべき点というふうに考えております。以上です。

（発言する者あり） 

○議長（中原 信男君） いいですか。 

 ８番、安達幸博議員。 

○議員（８番 安達 幸博君） 何となくまだもやもや感が残ってしまうんです、私は。議会は、

じゃ、何のため今日、議決があるんだろうかなというのがますますクエスチェンになってきます。

工事はどんな場合でも進めてもいいと。私たちは、この予算はこうですよということのいろんな

説明受けて、ああ、それならやってもらいましょうということで承認もし、前に進めていっても

らってますが、それより変更があった場合、いわゆる５，０００万以上になる、これ本来は５，
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０００万以上だったので、改めて先ほども言いましたようにどこどこの会社が幾らで落とされた

ので、契約をしたいと思いますいうことで議決をしてるんですよ、議会は。その認識がある中で

工事が進んでいる。どんどんと１，６００万も増嵩になったいうことを一切知らずにおるわけで

す。それを終わった後から、こうでしたというのは、議会は議決でなくて報告事項でいいではな

いかと私は思ったりもするんです。 

 しかし、議決が必要ですよという意味はどういうものなのかを改めてやっぱり執行部の皆さん

も考えてほしいと思います。今回を契機に、そういう認識で、今後いろんな課でもありますよ、

入札があったり、本当にそういう認識でお仕事なさっていいんですかというのを改めて私は投げ

かけたい。こんなことが入札の、あるいは契約するたびに起こってしまう可能性があるので、し

っかりとルールをつくってほしいと思いますよ。そういうことがしないと、こんなことがいっつ

も起こりますよ。いっつも議会はそのたんびに町長、責任取らにゃいけんじゃないかということ

を言いますよ。大変でしょ、町長。いや、私は全然そんな認識はないのに、私が責任取るんです

かいうやな、いっつもそういう対応されたら本当に心外になりますよ。いや、これから起こるこ

とでいっつもそういうことになる。今回も認識としてはそうなんですよ。我々は、議決を前に工

事をしとる。責任は町長にあるんじゃないかと私は、町長に責任というより、最終責任が町長に

あると思いますよ。だからそういうところも含めて今回の本当に町長、自分が最後の責任があり

ますということをおっしゃって、これからのこういうこと起きないような仕組みづくりをすると

いうことを、そういうような答弁ができませんか。町長、再度お尋ねして。 

○議長（中原 信男君） 町長、答弁の前に、ちょっと整理をさせてください。いいですか。 

 ただいまの安達議員の質疑において、条例、法律に関しての執行部のほうとしての認識は、違

反であるというほどの認識はないと、違反との認識はありませんと。ただ、こういう工事におけ

る議会に対しての事前協議なり報告については、改善し、反省する点が多いという答弁。それか

ら加えて、今後に向けての安達議員の質疑の提案として、ルールづくりを考えてはどうですかと

いうこの３点が一番今の質疑ではないかというふうに私は聞きおきました。 

 それを踏まえて町長に対しての答弁を求められておりますので、整理をして答弁をしていただ

ければというふうに思いますが、いいですか。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 今、議長まとめられましたけど、それについて逐次答弁できるかどうか、

議員さんに答弁できるか分かりませんけれど、まず条例違反とか法令違反ではない。これは確認

して、それには該当しないということであります。 
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 ただ、そうはいっても議会の議決を得るという意味合いはどういうことなんだ。具体的には支

払いのほうなんですけれども、変更という、大きな工事を出しますと、いろんな変更がございま

す。土木ですと、土工量が違うとか、もう一つ、いろんな作業というか、作業が必要だとか、そ

れに伴う交通整理員が必要になるとか、いろんなことがあって、それを全部一々かけてるとなか

なか大変だというようなことで、その議決の前に、便法的という言い方はおかしいのかもしれま

せんけれど、こういうことがございます、こういう変更がございますというのを、それなりにと

いうか、恐らく適宜議会側に御報告させていただいて、その点が肝要なのかなというふうに思い

ます。 

 そしてその部分について、議員御提案ございましたけども、やはりルール化するというか、こ

ういう場合はちゃんといつ臨時会を開いてでも報告しましょうとか、定例会まで待ちましょうと

か、何かやっぱりそういうルールがあると非常にありがたいなという感じはございます。ですの

で、恐らく今あるルールを改善しないといけない、そして新たなルールづくりというようなこと

も検討していかないといけない、そういう気持ちになりましたので、御提案はしっかり受け止め

てまいりたいと思います。（発言する者あり） 

○議長（中原 信男君） ９番、竹永明文議員。 

○議員（９番 竹永 明文君） 条例違反でないとか、いろんなことを言われてますけど、議会の

議決が要るということは当然議会に承認が要るということなんだ。 

 それと、基本的に考えて、契約というものは契約してから事業にさばるということですよ。そ

れを大きな間違いですよ、あなたたちの今の認識は。契約ですよ。契約をするということは、そ

れなりの予算もちゃんとして、こういうあれでしましょうというのが契約なんですよ。仮契約で

あろうと、本契約であろうと、契約はそういうもんでしょ。契約なしにどんどんどんどん物をし

て、後から、済んでから契約するなんてこと絶対普通民間でもありませんよ、そういうこと。契

約いやそういうもんです。そういうことが今の条例違反、法律違反にならないかというような、

今の８番議員の意見もその中に入っているということです。本来これ仮契約してるわけですから

ね、もう。仮契約をしてから事業をする。済んでからするのは契約じゃないですね。どうですか。

違いませんか。民法的に、商法的に考えて、契約いうのはどういうもんですか。 

○議長（中原 信男君） 手が挙がらないようですが、どなたか。９番議員の質問に対して。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ９番議員さんおっしゃるとおりの部分が随分あろうかと思います。本契

約締結まで、仮契約締結までに十分な説明を今後心がけてまいりたいと思います。その上で、仮
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契約なり本契約が速やかに締結できるようにしてまいりたいと思います。 

○議長（中原 信男君） そのほか質疑ありませんか。 

 ４番、中山法貴議員。 

○議員（４番 中山 法貴君） 先ほど安達議員から責任について述べてはいかがかという質問が

出ましたが、いまだ町長はそれについて述べていただいてません。午前中に行われた全員協議会

でも責任について述べるべきではないかという意見も出ました。それについてはどうお考えでし

ょうか。 

○議長（中原 信男君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 法令、条例違反でないですので、どこに責任を取るのかというのは恐ら

くあろうかと思います。 

 ただ、改善していく中で、やはり改善がまず必要かなというふうに思います。責任ということ

についても併せて考えたいと思いますけど、まずは報告をする機会をつくる、そして報告する機

会を持つ、そういったことが必要だというふうに認識しております。 

○議長（中原 信男君） 質疑ありませんか。いいですか。よろしいですか。進めますよ。 

〔質疑なし〕 

○議長（中原 信男君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔討論なし〕 

○議長（中原 信男君） 討論がないようですので、討論を終わります。 

 これより、日程第４、議案第１号、建設工事請負変更契約の締結についての採決を行います。 

 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（中原 信男君） 起立多数。よって、議案第１号は、原案のとおり可決されました。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第５ 議案第２号 

○議長（中原 信男君） 日程第５、議案第２号、令和６年度日野町一般会計補正予算（第７号）

を議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 
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○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第２号、令和６年度日野町一般会計補正予

算（第７号）について御説明申し上げます。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。この補正予算は、歳入歳出それぞれ９，４４４万１，

０００円を追加し、予算総額を４０億９，４４８万４，０００円とするものでございます。 

 補正額等は、２ページから３ページ、第１表、歳入歳出予算補正を御覧いただきたいと思いま

す。このたびの補正予算では、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、エネル

ギー、食料品などの物価が高騰し、その影響を受けている低所得世帯及び低所得世帯の子育て世

帯に対する給付金に１，６８３万円、町民全員に町内店舗で使える商品券を１人１万円交付する

日野町くらし応援商品券事業に２，９１１万４，０００円、日野病院への価格高騰対策応援金と

して２１５万３，０００円、日野学園児童生徒の給食費支援として１３万５，０００円を計上し

ております。その他といたしまして、ふるさと納税に係る費用として９７８万円、今後の除雪費

用として９０７万５，０００円などを計上しております。 

 詳細につきましては総務課長から説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願い

いたします。 

○議長（中原 信男君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 議案第２号、令和６年度日野町一般会計補正予算（第７号）につい

て御説明いたします。 

 ５ページの歳入歳出補正予算事項別明細書は御覧をいただきたいと思います。 

 ６ページ、歳入について御説明いたします。地方交付税は、普通交付税が職員の給与改定や臨

時経済対策費などの追加配分により５，１７４万８，０００円の増額。 

 国庫支出金、国庫補助金、総務費補助金は３，８２３万２，０００円の増額で、物価高騰対応

重点支援地方創生臨時交付金について、推奨事業メニュー分が２，０８２万６，０００円、低所

得世帯支援枠分が１，６０８万６，０００円として、それぞれ増額。マイナンバー制度に係る戸

籍システムの改修に係るものとして、社会保障・税番号制度システム整備費補助金が１３２万円

の増額です。 

 県支出金、県補助金、民生費補助金は、生活困窮世帯に対する光熱費助成事業費補助金として

７万５，０００円の増額です。 

 県委託金、土木費委託金は、県道除雪応援委託金が１３８万１，０００円の増額です。 

 寄附金、寄附金、総務費寄附金は、ふるさと納税寄附金が２，０００万円の増額です。 

 ７ページにかけて、繰入金、基金繰入金、財政調整基金繰入金は、今補正の財源調整として財
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政調整基金からの繰入金が１，６９９万５，０００円の減額です。 

 次に、８ページ、歳出について御説明いたします。総務費、総務管理費、企画費は、９７８万

円の増額です。いずれもふるさと納税寄附金の増額によるもので、報償費は、ふるさと納税返礼

に係る記念品費として５２０万円、役務費は、ふるさと納税に係る返礼品郵送代及び決済システ

ム利用料に係る手数料として７８万円、委託料は、ふるさと納税に係る委託料として１６０万円、

使用料及び賃借料は、ふるさと納税サイト利用料として２２０万円、それぞれ増額です。 

 財政調整基金は、普通交付税の一部を減債基金への積立金として１，６９９万５，０００円、

愛と元気の日野町ふるさと基金への積立金として１，４８０万円、それぞれ増額です。 

 戸籍住民基本台帳費、戸籍住民基本台帳費は、戸籍に記載する氏名の振り仮名整備のためのシ

ステム改修に係る電算処理委託料として１３２万円の増額です。 

 ９ページにかけて、民生費、社会福祉費、社会福祉総務費は、１，６９８万円の増額です。こ

れは低所得世帯に対し１世帯当たり３万円、子供については１人当たり２万円を加算して給付す

る事業として、需用費は通知に係るコピー用紙や封筒などの費用に１６万９，０００円、役務費

は確認書などの郵送に係る費用や口座振込手数料として２６万３，０００円、委託料はシステム

の改修に係る費用として５９万８，０００円、負担金、補助及び交付金は低所得世帯に対する支

援給付金など１，５９５万円を計上しています。 

 児童福祉費、児童福祉総務費は、償還金、利子及び割引料が令和５年度子ども・子育て支援交

付金の額の確定により国及び県への返還金として４３万２，０００円の増額です。 

 衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費は、負担金、補助及び交付金が物価高騰の長期化により

医療機関等の光熱費などの負担増が続いており、県からの支援が受けられない自治体病院である

日野病院について構成３町で応分の支援をするための費用として２１５万３，０００円を計上し

ています。 

 商工費、商工費、商工総務費は、２，９１１万４，０００円の増額です。エネルギー、食料品

等物価高騰の影響を受ける生活者や事業者へ支援するため町民全員に商品券を交付する日野町く

らし応援商品券事業に係るもので、需用費はコピー用紙等の購入による消耗品費として１万円、

役務費は商品券の発送費用として７１万５，０００円、委託料は商品券取扱店募集、換金等の業

務を行う日野町商工会への商品券管理委託料として１５７万９，０００円、負担金、補助及び交

付金は商品券として２，６８１万円を計上しています。 

 １０ページ、土木費、土木橋梁費、土木維持費は、９０７万５，０００円の増額です。今後の

除雪費用として、需用費は除雪機の燃料代として２７万５，０００円の増額、委託料は除雪事業
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者への委託料として８８０万円の増額です。 

 教育費、保健教育費、学校給食費は、負担金、補助及び交付金が令和６年１２月からの学校給

食費の単価の改正による給食費の増加分を補助するための費用として１３万５，０００円の増額

です。 

 以上が令和６年度一般会計補正予算（第７号）の提案説明でございます。 

○議長（中原 信男君） 総務課長、８ページの歳出の部分の財政調整基金のところ、１，６５２

万という発言のように聞こえましたが、訂正されませんか。 

○総務課長（景山 政之君） 失礼いたしました。先ほど申しました財政調整基金費について、再

度御説明いたします。財政調整基金費は、普通交付税の一部を減債基金への積立金として１，０

６５万２，０００円、愛と元気の日野町ふるさと基金への積立金として１，４８０万円、それぞ

れ増額です。大変失礼いたしました。 

○議長（中原 信男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 ８番、安達幸博議員。 

○議員（８番 安達 幸博君） ８番。企画政策課にお聞きをします。ふるさと納税についての支

出のほうが今回出とるんですが、２，０００万の歳入についてお尋ねをします。今回また増額に

なって、大変喜ばしいことだと思いますが、納税をしてくださる方々はどんな思いで、当然返礼

品のこともあろうかと思いますが、本町にどういった事業してほしいというような仕組みもあり

ますね。病院支援であるとか、日野高支援であるとか、何項目かあって、そこに支援をしてくだ

さい。何もない人もいらっしゃると思いますが、これらはどういう割合で２，０００万円という

のが入っておりますでしょうか。 

○議長（中原 信男君） 神崎企画政策課長。 

○企画政策課長（神崎  猛君） ２，０００万円は見込みの部分ですんで、これに関してはどう

いった目的になるかというようなことまでは見込んでおりません。 

 それで今までの実績でいいますと、やはり子育てというのが一番多かったように思います。以

上でございます。 

○議長（中原 信男君） ８番、安達幸博議員。 

○議員（８番 安達 幸博君） 何項目かあると思いますので、一つの提案といいますか、返礼品

の中には農産物もあります。代表的なのは、お米が今高騰してるので、大変人気もあるというよ

うなこともおっしゃってましたが、ここらの米作りの支援というのは、本当に返礼金でいつまで

お米が出るか分からない状態に農業が陥ったら困ると思うんです。だから農業支援にもこのふる
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さと納税の資金を使わせてくださいというような仕組みが必要ではないかなと思うんですが、そ

ういうお考えはないんでしょうか。 

○議長（中原 信男君） 神崎課長。 

○企画政策課長（神崎  猛君） ただいま議員にも具体にどういう使い道にするのか少し考えて

みてはどうかというような提案をいただきました。基金のほうも相当たまっております。具体の

使い道、予算査定の中でも財政のほうともいろいろ議論してるところでございます。稲作につき

ましても非常に危機的な状況にあるというのは承知しておりますんで、担当部署、産業振興課、

それから財政の担当部署とも今後協議をしていきたいというふうに思います。以上でございます。 

○議長（中原 信男君） ８番、安達幸博議員。 

○議員（８番 安達 幸博君） こういうふうに議場で提案というのか、疑問、今後のことも言っ

たときに協議をされるということを聞きましたので、またどういう協議をされて、どういう決定

になったかいうのをちゃんと返してください。よろしくお願いします。この件については以上で

す。 

○議長（中原 信男君） そのほか質疑ありませんか。 

 ５番、梅林智子議員。 

○議員（５番 梅林 智子君） ４ページの産業振興課、日野町くらし応援商品券事業についてお

聞きいたします。 

○議長（中原 信男君） ４ページ。どこの４ページ。 

○議員（５番 梅林 智子君） これ。こっちのほうの。こっちのページです。 

○議長（中原 信男君） 予算書でなくて、主な事業の資料のほうですか。 

○議員（５番 梅林 智子君） はい。すみません。その中で対象見込み者、全町民２，６４１人、

基準日以降に出生……。 

○議長（中原 信男君） ２，６８１でしょ。 

○議員（５番 梅林 智子君） ２，６４１人。 

○議長（中原 信男君） ４１。 

○議員（５番 梅林 智子君） ４１人ですね。一番最初、１１月３０日現在の人数だと思います。 

 基準日以降に出生した子供が見込み者数が１０人、そして転入者が見込み者数が３０人で、プ

ラス４０人で、２，６８１人となっていますが、これはいつまでに生まれた子供が１０人、その

商品券を利用できるのが８月３０、３月下旬から……。 

○議長（中原 信男君） 梅林議員、起立してちょっと発言してください。 
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○議員（５番 梅林 智子君） すみません。３月下旬から８月３１日まで使えるようになってお

りますが、生まれた子供は見込み者数１０人となっていますが、いつまでに生まれた子供に出す

おつもりでしょうか。たくさん作っておいて、４月以降お生まれになった子供さんにも配るよう

なお考えなんですか。 

 それから転入者に関しても、一応基準日が決まっているので、３０人という数字はどういうふ

うにして割り出されたのか御説明ください。 

 そして町民さんにはいつ頃届くような計画になさっているのか教えてください。 

○議長（中原 信男君） 杉原産業振興課長。 

○産業振興課長（杉原 昭二君） まず、対象見込み者数について御説明いたします。 

 出生された方についてですけれども、こちらは基準日以降に出生された子といいますのは、利

用期間が８月３１日まででして、基準日以降につきましても、利用期限の８月３１日から逆算し

まして、８月１２日までに出生し、８月２５日までに保護者の方から申請があった方に対して商

品券を発送するようにしております。それは出生届の届出日の期間が１４日間ございまして、届

出の受領後、商品券の発送、受領するのを考慮しまして、利用期限から逆算して８月１２日まで

というのを決定しております。 

 それと転入者につきましては、基準日、議決日までに町民となられた方に、転入されました方

を対象としておりますけれども、この３０人といいますのは、まず対象見込み者、全町民として

１１月３０日現在ということで２，６４１人の人数をまず出させていただいておりまして、それ

以降で基準日、議決の日まで１か月超ございますけれども、そこまでで、具体的にはっきりとし

た根拠はございませんけれども、大体見込み者数と３０人ぐらい見込めば不足はないということ

で３０人とさせていただいているところでございます。 

 商品券の発送の時期でございますが、現在スケジュールといたしましては、この議決後すぐに

商工会と委託契約を行いまして、商品券の作成、取扱店取りまとめ、チラシのポスター作成等を

行います。見込みとしましては、１か月程度それにかかる見込みでございます。その後、できま

した商品券の封入、発送準備に１週間程度の時間を要すると考えております。その後、商品券の

発送、こちらゆうパックで２月の下旬頃から開始する予定でございまして、全戸配布するのに３

週間程度かかるということを確認しております。それを考慮いたしまして、利用開始は３月の２

４日頃を予定という形で今現在計画しているところでございます。以上です。 

○議長（中原 信男君） よろしいですか。 

 そのほか質疑ありませんか。 
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 ８番、安達幸博議員。 

○議員（８番 安達 幸博君） 今の主な事業の資料見ております。５ページの上段の学校給食費

についての尋ねたいと思いますが、これ全額補助して無償にするとかいうような話がいつもこう

いった国の補助金が来たときに起こるわけであります。 

 今回、今までと違うのは、いわゆる本年に、６年になって単価が上がった分があるので、そこ

だけを補助しますよということでありますが、今までは、残り何か月ですよね、いうところを全

額、いわゆる１人当たり１回３１０円とか３６５円、改定後、３３０円、３９０円を無償にしま

すよというような提案が今までなされてきておりますが、このたびはそういう提案でなく、その

値上がり分だけにされたということはどういうようなお考えの差があってのことでしょうか、お

尋ねをします。 

○議長（中原 信男君） 安達教育長。 

○教育長（安達 才智君） この財源としては、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を財源

としております。この財源を、全体をどの部分に充てるかということを庁内で協議した結果、給

食費に関しては、この額で、主に先ほど話のありました日野町くらし応援商品券事業というほう

にシフトを重く置いたという経過があります。したがって、給食費については増額分ということ

を決定しております。以上です。 

○議長（中原 信男君） ８番、安達幸博議員。 

○議員（８番 安達 幸博君） 割当てが９万円しかなかったということのようですが、いや、私

が言いますのは、この割当てをみんな庁舎内で、そらお話をなさったでしょうけれども、今まで

は全額やってるので、五、六十万は欲しいですというようないわゆる要求とかがあって当然じゃ

ないですか、今までの流れからいうと。そこは何でそうな、たまたま９万円しかもらえんかった

からそうしましたでは何か政策的に何の考えもないように思ってしまうんですが、いかがでしょ

うか。 

○議長（中原 信男君） 安達教育長。 

○教育長（安達 才智君） この交付金については、できるだけ町民の方平等といいますか、どな

たにも交付をしたいということがあります。給食費に関しては児童生徒の分だけ、その保護者に

対してだけということになりますので、基本的には全町民にというほうを重視したということで

す。以上です。 

○議長（中原 信男君） ８番、安達幸博議員。 

○議員（８番 安達 幸博君） 今議論すると、そういうことがずっと今度生きてきますよ、そん
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な発言だと。 

 ねえ、町長、おかしいでしょう。町長、何か求めていらっしゃるので、町長のを聞いてからま

たあれば言います。 

○議長（中原 信男君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ちょっと教育長が言い忘れたのかなと思いますけども、この給食費に関

して物価高騰の影響を受けて食材費が上がった。上がった分について集金にするのか、どうする

のかというような議論がＰＴＡさんとかそういうのんであったと。提案というか、町側は、今の

給食費の補助率、上がった分の４分の３というようなことで議論を始めたみたいですけど、いや

いや……（発言する者あり）３分の２。ごめんなさい。３分の２。現場のほう、現場というか、

ＰＴＡさんのほうから上がった分は全額見てもらえないだろうかというようなお話があって、そ

ういう御相談をちょっと教育委員会とさせていただきました。じゃ、上がった分だけは、そうい

うことだったら３分の２じゃなくて、上がった分は補助しましょう。 

 そしてプラスアルファで、今、国会でも給食費の無償化というような法案を出すとか、出した

とか、議論がされるわけですから、将来に向かってどうするのかというのを、これはＲの７の予

算に向かってもですけれども、しっかり議論しましょうというようなお話をさせていただいてる

ところです。これはちょっと補足しとかないといけないかなと思いましたので、お伝えします。 

○議長（中原 信男君） いいですか。 

 そのほか質疑ありませんか。 

 ５番、梅林智子議員。 

○議員（５番 梅林 智子君） 住民課の３ページですね、主な事業の説明のほうの一覧にありま

す、マイナンバーシステムの振り仮名の対応整備に係るシステム改修委託経費１３２万円。シス

テム改修は本当に度々聞くように思うんですけれども、この振り仮名の対応整備に係るシステム

改修、これ意味がよく分からないので、説明をしてくださいませんか。 

○議長（中原 信男君） 荒木住民課長。 

○住民課長兼会計管理者（荒木 憲男君） これはマイナンバー制度に係るものでして、戸籍に係

るものです。戸籍に今後、振り仮名を振るということが国で決まっておりまして、そちらのほう

をするための戸籍システムの、住基システムから引っ張ってくるんですけども、それの行うため

の整備というものでございます。 

○議長（中原 信男君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 
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〔質疑なし〕 

○議長（中原 信男君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔討論なし〕 

○議長（中原 信男君） 討論がないようですので、討論を終わります。 

 これより、日程第５、議案第２号、令和６年度日野町一般会計補正予算（第７号）の採決を行

います。 

 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（中原 信男君） 起立多数。よって、議案第２号は、原案のとおり可決されました。 

─────────────・───・───────────── 

○議長（中原 信男君） 以上で本臨時会に付議された事件は全て議了いたしました。 

 よって、会議規則第７条の規定により閉会いたしたいと思います。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。 

 これで令和７年第１回日野町議会臨時会を閉会いたします。御協力ありがとうございました。

終わります。 

午後３時１８分閉会 

─────────────────────────────── 

 


